
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

地域がん診療連携拠点病院 病院機能評価認定病院 臨床研修病院

長野市民病院広報誌

あした元気になあれ　2008.1.15
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戸隠連峰（写真：原田征夫  元事務部長）

年
頭
に
あ
た
っ
て

病
院
長　
　

竹
前
紀
樹

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
長
野
市
民
病
院
が
大
き
な
飛
躍
を
す
る
た

め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
四
月
に
は
念
願
の
新
病

棟
、
救
急
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
全
国
的

に
医
師
と
看
護
師
が
不
足
す
る
難
し
い
状
況
の
中

で
、
予
定
通
り
の
オ
ー
プ
ン
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

の
は
関
係
者
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
は
平
成
七
年
の
開
院
当
初
よ
り
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
も
愛
さ

れ
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
の
中
核
病
院
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
高

度
か
つ
良
質
、
安
全
な
医
療
の
提
供
が
充
実
し
た
形

で
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る
救
急
セ
ン
タ
ー
に

は
長
野
市
急
病
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
移
転
さ
れ
る
ほ

か
、
今
回
の
改
築
で
救
急
車
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

に
な
る
と
と
も
に
、
設
備
充
実
と
機
能
集
約
と
に

よ
り
機
動
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
十
四
時
間

三
百
六
十
五
日
の
地
道
な
活
動
を
通
し
て
市
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
毎
日
の
よ
う
に
「
地

域
医
療
の
崩
壊
」
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
市

民
病
院
は「
こ
こ
は
市
民
病
院
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
言
わ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
こ
と
を
願
い
、
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
し
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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▶
本
部
で
の
報
告
訓
練

総
合
防
災
訓
練

　

平
成
19
年
度
の
防
災
訓
練
が
12
月
1
日

の
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

休
日
の
大
規
模
災
害
（
想
定
は
地
震
）
時

に
お
け
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
用

し
た
非
常
招
集
及
び
各
部
署
・
各
担
当
の

対
応
訓
練
と
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を
含
め

た
避
難
誘
導
と
救
護
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
1
月
15
日
か
ら
供
用
を
開
始

す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
使
い
、
長
野
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
患
者
搬
送
訓
練
も
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
病
院
職
員
約
１
０
０

名
、
佐
久
総
合
病
院
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
医
師
・
看
護
師
・
操

縦
士
・
整
備
士
の
4
名
、
長
野
市
消
防
局

か
ら
ヘ
リ
誘
導
や
救
急
車
搬
送
等
で
数

名
、
患
者
役
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
委
託

職
員
・
建
築
現
場
の
方
々
約
30
名
の
他
、

古
里
・
柳
原
・
長
沼
・

朝
陽
地
区
の
役
員
の

方
々
の
ご
見
学
等
で
総

勢
約
１
５
０
名
の
皆
様

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
訓
練
開
始
の

10
時
過
ぎ
か
ら
、
災
害

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
聞
い

た
職
員
が
次
々
と
参
集

し
、
30
分
後
に
は
ト
リ

ア
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
や
各

診
療
群
別
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
模
擬
患
者
が
搬
送
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
前
回
の
反
省
点
や
中
越
沖
大
地
震

で
被
災
し
た
病
院
関
係
者
の
講
演
内
容
等

を
踏
ま
え
、
本
部
機
能
の
拡
充
や
部
門
間

の
連
絡
体
制
や
診
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を

図
り
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ヘ
リ
搬
送
訓
練
で
は
重
症
熱
傷

患
者
に
つ
い
て
、
本
部
か
ら
佐
久
総
合
病

院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
依
頼
を
行

い
、
佐
久
総
合
病
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
僅

か
20
分
後
に
当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
着
陸
し

た
様
子
は
と
て
も
印
象
的
で
、
そ
の
機
動

性
に
は
見
学
者
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
と
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヘ

リ
見
学
会
が
行
わ
れ
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

も
ヘ
リ
に
直
接
触
れ
た
り
、
操
縦
士
か
ら

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
話
を
興
味
深
げ
に
聞
い

た
り
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。最
後
に
、

竹
前
病
院
長
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
来
年
4

月
か
ら
本
格
稼

働
す
る
救
急
部

門
は
県
北
部
地

域
の
救
急
医
療

の
要
と
な
る
の

で
、
職
員
一
同

使
命
感
を
持
っ

て
臨
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

▶
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
の
搬
送

トリアージ訓練

ストレッチャーによる患者搬送訓練

被害状況確認の様子

▲ドクターヘリ
　飛来の様子

知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識

No.27
　

特
に
思
い
当
た
る
こ
と
も
な
い
の
に
鏡

を
見
た
ら
結
膜
の
一
部
が
真
っ
赤
に
な
っ

て
い
て
驚
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
経
験
を

お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。結
膜
下
出
血
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

眼
球
結
膜
は
眼
球
の
白
い
部
分（
し
ろ
め
）

の
表
面
を
お
お
っ
て
い
る
膜
で
、
血
管
を

伴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
膜
に
あ
る
血

管
が
何
ら

か
の
理
由

に
よ
り
破

れ
て
出
血

し
、
血
液

が
結
膜
の
下
に
拡
が
っ
た
も
の
が
結
膜
下

出
血
で
す
。
結
膜
は
ほ
ぼ
透
明
な
た
め
、

結
膜
の
下
で
出
血
が
発
生
す
る
と
ま
さ
に

真
っ
赤
な
血
液
の
色
と
し
て
認
識
さ
れ
ま

す
。
赤
い
部
分
の
特
徴
と
し
て
は
、
ペ

ン
キ
を
流
し
た
よ
う
に
べ
っ
た
り
し
た
感

じ
に
な
り
ま
す
。
出
血
量
が
多
い
と
赤
黒

い
色
合
い
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

結
膜
下
出
血
と
は
別
に
、
結
膜
が
赤
い
と

認
識
さ
れ
る
状
態
に
結
膜
充
血
が
あ
り
ま

す
。
充
血
は
細
か
な
血
管
が
太
く
な
っ
て

赤
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
状
態
で
、

血
管
一
本
一
本
を
は
っ
き
り
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
出
血
は
血
が
一
面
に

広
が
る
た
め
血
管
の
走
行
は
識
別
し
に

く
く
な
り
、
べ
た
っ
と
し
た
赤
色
に
な

り
ま
す
。

　

普
通
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
目
や
に
が
出
た
り
、
も
の
が
見

に
く
く
な
っ
た
り
す
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
結
膜
下
出
血
は
眼
球
の
外

側
の
出
血
で
あ
っ
て
、
眼
内
の
眼
底
出

血
と
は
べ
つ
の
も
の
で
す
。

　

一
般
に
結
膜
下
に
た
ま
っ
た
出
血
は

自
然
吸
収
さ
れ
、
と
く
に
お
薬
等
を
使

用
し
な
く
て
も
10
日
か
ら
2
週
間
ほ
ど

で
徐
々
に
消
退
し
ま
す
。

　

特
に
は
っ
き
り
と
し
た
誘
因
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
が
、
せ

き
や
く
し
ゃ
み
、
飲
酒
な
ど
が
誘
因
の

こ
と
が
あ

り
ま
す
。

け
が
を
し

て
出
血
し

た
場
合
は

治
療
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

眼
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
あ
ま
り
何

度
も
結
膜
下
出
血
を
繰
り
返
す
場
合
に

は
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

あ
る
い
は
出
血
を
起
こ
し
や
す
い
病
気

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
内
科
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

結
膜
下
出
血
は
結
膜
が
赤
く
な
っ
て
い

る
こ
と
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
何
か
他
の
症
状
を

伴
っ
て
い
る
場
合
に
は
眼
科
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

眼
科
統
轄
科
長
　

風
間　

淳

「
結
膜
下
出
血
」

地域がん診療連携拠点病院に指定されました
　1月31日付で厚生労働省が指定する地域がん診療連携拠点病院に指定されました。
竹前紀樹新病院長（新理事長）が就任しました
　竹前紀樹副院長が新病院長（新理事長）に就任し、長田敦夫前病院長（前理事長）は名誉院長に就任しました。
南棟１階、中央棟がオープンしました
　南棟１階には、リハビリテーションセンター、内視鏡・超音波センター、健診センターが、中央棟には第２外来
として婦人科、呼吸器外科、神経内科、女性専門外来、膠原病外来と外来化学療法センター、ＭＥセンター、看
護実習室などが移転しました。
病院敷地内が全面禁煙になりました
　4月1日より屋外喫煙所を廃止し病院敷地内は全て禁煙となりました。
第6回日本医療マネジメント学会長野地方会を開催しました
　当院が当番病院となり「医療安全」「地域医療連携」「ＤＰＣ」を主テーマに講演、演題発表が行われ、61施設の
方々にご参加いただきました。
第1回病院祭を開催しました
　平成19年6月2日㈯、大林宣彦映画監督による講演会のほか、新棟見学、各種相談、検査・測定（メタボリックチェッ
ク）、模擬店、体験コーナーなどを開催しました。約2,100人の方にご来場いただき大変な賑わいを見せました。
副院長が4名体制となりました
　副院長が宗像康博診療部長兼外科統轄科長、岡根谷利一泌尿器科統轄科長、平井一也呼吸器科統轄科長兼内科統
轄科長、長谷部修消化器科統轄科長の4名体制となりました
３テスラＭＲＩ装置が稼動開始しました
　開院当初から使用していた１. ５テスラＭＲＩ装置が最新の高磁場３テスラＭＲＩ装置に更新されました。県内
施設での導入は当院が３番目となります。
メタストロン注によるがんの骨転移の痛みに対する緩和治療が開始されました
　放射性物質ストロンチウム89の注射（メタストロン注）が９月に薬価収載されたことに伴い、当院で新しい治療
法として導入しました。
ヘリポートが完成しました
　ドクターヘリ受入れも含めた総合防災訓練を実施しました。
　平成20年1月15日より供用開始となりました。

1月

4月

　

5月

6月

9月

11月

12月

平成19年を振り返って、長野市民病院10大ニュースを紹介します。

平成19年　長野市民病院10大ニュース
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高気圧酸素

深部治療

生理検査 放射線科

画像診断部

画像診断部

画像診断部

水のみ

おくすり 自販機・ロッカー

至 第2外来診療部、外来化学療法センター
　 リハビリテーションセンター、内視鏡・超音波センター、健診センター
　 　ヘリポート

警備員室

総合受付

◀　 正面玄関

第1外来診療部

ベビーコーナー

コーヒー
ショップ

キャッシングコーナー
歯
科

歯
科
口
腔
外
科

ELV
ELV

情報
ラウンジ

薬　剤

救急センター受付

救急センター出入口
待合ホール

トリアー
ジ室

蘇生
コーナー

観察
コーナー

点滴
コーナー

処置
コーナー

処
置
コ
ー
ナ
ー

処
置
コ
ー
ナ
ー

診察室

▶

救急車入口

救急患者専用エレベーター
（⑩2 階 ICU・HCUへ直通）

スタッフステーション

▼

②

①

③

④
⑤

⑥

⑧

⑪

⑨

⑫

⑬

⑦

救急車出口

　平成20年4月からいよいよ365日24時間体制の救急センターが本格的に稼動開始します。
今回の改修工事により、トリアージ室や蘇生、処置、点滴、観察などの目的別にエリア
が分かれたコーナーが設置されたほか、4部屋の診察室や感染診察室の設置や、複数の
救急車を受入できるように救急車出入口を拡張するなど、設備的に充実したものになり
ました。また、救急患者専用エレベーターの設置により、救急センターから救急・重症病棟（ICU、
HCU）へと短時間での搬送が可能になりました。　
　平成19年1月〜12月の当院における時間外救急外来患者数は年間約5,500名で、そのうち救急車による
搬送患者数は約1,800名ですが、4月以降は長野市急病センターの機能移転もあり救急患者数の増加が見
込まれます。また、1月15日からドクターヘリ、防災ヘリ、県警ヘリによる患者搬送の受入及び転院搬
送依頼の運用も正式に開始となりましたので、広域災害発生時にも対応できる体制を整えてまいります。
　現在、4月のオープンに向けて医師や看護師等のスタッフ確保に引き続き取り組みつつ、ＩＣＬＳ（医
療従事者のための蘇生トレーニングコース）などの勉強会を積極的に行い、病院全体として救急医療に
関わるスタッフの教育強化を図っています。今後、急性期医療を担う地域の中核病院として、地域の皆
さまに安心して暮らしていただけるよう救急医療体制の充実を進めてまいります。

新救急体制について

①救急車入口

⑦診察室

⑤スタッフステーション

④蘇生コーナー

⑬ヘリポート

⑨救急患者専用エレベーター
（２階ＩＣＵ、ＨＣＵへ直通となって
います）

（１月15日からドクターヘリ、防災ヘ
リの受入が開始されました）

⑩ＩＣＵ～ＨＣＵへ

⑥点滴コーナー

⑫警備員室

⑧救急センター出入口

③救急車出口

⑪正面玄関

②救急車到着の様子

（救急車からリモコン操作が可能な電動
チェーンゲートが設置され、救急車の受
入がスムーズになりました） （待合コーナーも広くなりました）

（通常の診察室４部屋、感染用診察室
１部屋あります）

（ＩＣＵ・ＨＣＵ：24時間体制で重症
度の高い入院患者及び救急患者さまを
受入れます）

（ドライブスルー形式となっており、
バックせずに出入可能です）

（夜間休日に救急センターへお
越しの場合にも、正面玄関をご
利用ください）

（最大２台まで駐車可能です）
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滝 澤 医 院 院長　滝澤　緑　医師 
（長野市若穂綿内８８１８）
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医

紹
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医

紹

介

医

紹

介
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登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　滝沢先生は長野市若穂のご出身で、金沢医科
大学をご卒業され東京都立豊島病院の産婦人科
で研修後、帝京大学付属病院など東京の病院で
勤務されました。その後、長野赤十字病院での
約10年間の勤務を経て、昭和41年にお父様が開
業された現在の診療所で平成13年6月から診療
されていらっしゃいます。
　ご両親が産婦人科医療にかかわっており、生
まれ育った環境による影響と人のためになるこ
とをしたいという思いが医師を志された
ルーツだそうです。
　ピアノ、音楽鑑賞（クラシック）、ウォー
キングなどがご趣味とのことで、ピアノ
はお子様もやられているそうです。
　開業後は、一般内科・産科・婦人科・
老人医療・介護医療・健康相談など幅広
い分野をカバーされるようになり、患者
様は家族ぐるみで受診されることも多い
そうです。これにより地域の人達と医療
を通して密接に関わるようになり、精神面での苦しみや背景なども理解できる
ようになったことに非常にやりがいを感じられるそうです。取材を通して先生
の温かい人柄やじっくりと親身になって話を聞いていただける姿勢から、患者
様も安心感をもって受診できるのではないかと感じました。また、診療所の建
物も木造でとても温かみのある空間となっていました。
　なお、現在月1回当院の女性専門外来に婦人科の非常勤医師として診察して
いただいています。今後も当院との病診連携を活用し地域全体での医療の役割
分担を図っていきたいとおっしゃっていました。

父
の
手
術
で
来
ま
し
た
が
、
家
族
部

屋
が
１
つ
し
か
な
く
、
手
術
中
に

待
っ
て
い
る
時
、他
の
家
族
の
方
も
い
て
、

狭
く
て
大
変
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
親
戚
の

方
も
来
ま
す
の
で
…
。
こ
ん
な
に
広
く
て

き
れ
い
な
病
院
で
す
の
で
、
も
っ
と
家
族

部
屋
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
舞
い
者　

女
性
）

▪
回
答　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
家
族
室
（
畳
の
部

屋
）
は
、
ご
指
摘
の
通
り
広
く
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
他
に
お
待
ち
い
た
だ
け
る
場
所

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
病
棟
内
に
ラ
ウ
ン

ジ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
手
術
室
の
隣
に

は
ご
家
族
の
控
室
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ラ
ウ
ン
ジ
の
赤
い
線
の
内
側
で
は
携

帯
電
話
が
使
え
ま
す
が
、
テ
レ
ビ

の
音
よ
り
も
大
き
な
声
で
長
話
を
す
る
人

が
い
る
。
携
帯
の
声
が
大
き
い
の
で
、
周

り
で
話
し
を
し
て
い
る
人
の
声
も
大
き
く

な
る
し
、
テ
レ
ビ
の
音
も
聞
き
づ
ら
く
な

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後

と
も
叱
咤
激
励
を
お
願
い

し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

る
の
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
大
き
く
す
る
こ

と
に
な
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
中
は
と
て
も
う

る
さ
く
な
り
ま
す
。
携
帯
は
エ
レ
ベ
ー
タ

前
の
電
話
コ
ー
ナ
ー
だ
け
に
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
入
院
患
者　

男
性
）

▪
回
答　

携
帯
電
話
の
使
用
場
所
に
つ
い

て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
ラ
ウ
ン
ジ
で
お

休
み
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
は
医
療
機
器

へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
、
ラ
ウ
ン
ジ

の
一
角
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今
、

他
病
院
で
も
携
帯
電
話
の
使
用
制
限
に
つ

い
て
は
様
々
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
を
お
願
い
す
る
一
方
で
、
当
院

と
し
て
も
使
用
場
所
・
制
限
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て
、
金
属
音
の
音

楽
は
病
人
に
と
っ
て
大
変
耳
障

り
で
つ
ら
い
で
す
。
健
康
な
人
に
は
わ
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
音
楽
の
選
定
に
は

気
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
強
く
要
望
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
外
来
患
者　

男
性
）

▪
回
答　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10

月
下
旬
に
曲
目
等
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
の
選
曲
時
に
は
、
ご
指

摘
事
項
等
も
配
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎
日
の
食
事
が
遅
く
て
、
お
年
寄
り

の
方
に
は
可
愛
そ
う
に
思
い
ま

す
。
朝
食
・
夕
食
は
早
め
に
お
願
い
で
き

ま
せ
ん
か
。　
　
　
（
入
院
患
者　

女
性
）

▪
回
答　

朝
食
の
７
時
30
分
に
関
し
て
は

他
の
病
院
と
比
較
し
て
も
遅
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
夕
食
に
関
し
ま
し
て
は
、
18
時

以
降
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１．当院看護部の特徴
　●７：１看護配置基準
　　患者様に手厚い看護と働きやすい環境をめざします
　●充実した教育研修
　　院内外の研修・研究会等計画的に参加できます
　●プリセプターシップを採用
　●専門性も高められます
　　認定看護師が４名在籍しています
２．求人内容　※随時、受付しています
　●正看護師（正規職員）
　　交替制勤務可能な方（60歳未満）
　●正看護師（非正規職員）
　　交替制勤務ができない方、パート勤務希望の方も歓迎
３．勤務・福利厚生等（正規職員）
　●勤務形態：変則３交替制（勤務帯は以下のとおり）
　　8:30-17:15、12:15-21:00、20:45-8:45
　●寮完備。託児所有（22:30迄託児可能、全職員利用可）
　●育児休業３年迄取得可
　●社会保険：健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
４．看護師修学資金制度のご案内
　　対象：看護師養成施設に在学中（又は在学予定）の人
　　貸与額：年額60万円（最長４年間迄貸与可）
　　　　　　返済免除規定もあります。
　　詳細は右記担当へお問合せください。

１．求人内容　※随時、受付しています
　●救急医（数名：専従・兼任）
　●内科医（消化器科、循環器科、呼吸器科、腎臓内科、内分泌代謝科等）
　●外科医（消化器外科、呼吸器外科・乳腺外科等）
　●小児科医（女性医師のフレキシブルな勤務歓迎します）
　●放射線治療医　●緩和ケアに興味のある医師　●健診医
　●整形外科医　　●婦人科医　●総合診療医　●麻酔科医
　●脳卒中に興味のある医師　●女性専門外来担当医（パート勤務可）
　●後期研修医：数名
　●上記以外についてはお電話にてお問合せください。
２．勤務・福利厚生等
　●�勤務条件：基本的に当院の規程によりますが、年齢、経験に応じて、
勤務形態や待遇を考慮します。（パート勤務歓迎）

　●休日：土日祝、年末年始休暇、リフレッシュ休暇有
　●認定医、専門医等取得の指導・支援体制も整っています。
　●学会等にも計画的に参加できます。　
　●託児所有（22:30迄託児可能）

　短時間の勤務でも続けていれば、本格的
に復帰したい時の不安も軽くなります。当
院では、子育て中のお母さん看護師（パー
ト勤務）や自分のキャリアプランを持って
働いている日勤看護師（8時間勤務）等が外
来や病棟の各職場で活躍しています。今す
ぐの復帰でなくても今後の参考にお気軽に
ご参加ください。
　講義　2/12・26　3/11（13：30〜16：00）
　実習　3/18・19（10：00〜16：00）
※全部で5日間のプログラムとなります。
　参加の申込や勤務のご相談は看護部へお
問合せください（内線3204）

看護師免許をお持ちの在宅の方、
キャリアを続けませんか？

『看護師再就職支援セミナー』
のご案内（20年2月）

医 師・看 護 師 募 集 案 内

随時見学可能です。
見学や応募等、どうぞお気軽にお問合せください。
〒381-8551　長野市富竹1333-1
　TEL：026－295－1199
ホームページ：
　http://www.hospital.nagano.nagano.jp
総務人事課人事担当（内線4400）
E-Mail：career@hospital.nagano.nagano.jp

医学生修学資金貸与制度等の
開始について

　長野市民病院では、医師の確保と
定着を図るため、医師資金貸与制度
を設けました。
（１月10日より施行開始）
◆修学資金
（対象）原則として医師免許を取得し
た年の4月から医師（初期研修医）
として市民病院に勤務しようとす
る意思のある医学生。

（金額）月額22万円
◆研究資金　　
（対象）医師免許取得後３～５年目ま
でのいわゆる後期研修医（ただし
信州大学医局からの派遣医師を除
く。）のうち、市民病院に２年以上
勤務しようとする意思のある者

（金額）2年以上勤務見込200万円、3
年以上勤務見込300万円

※両資金とも返済免除規定あり。
詳細はお電話にてお問合せください。

医師修学生募集

看護師・看護師修学生募集

医 師 募 集
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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長野市民病院
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と し き

樹
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医
師
人
事
異
動

外 来 診 療 担 当 日 一 覧
平成20年1月15日現在

外来診療担当表は、1月15日現在で作成されております。担当医師が変更
となっている場合もございますので、お問合せください。

＊
退
職
・
12
月
31
日
付

　
　

形
成
外
科
医
長　

池
上　

み
の
り

　
　
　
　
　
　
　
（
信
州
大
学
医
学
部
へ
）

＊
新
任
・
１
月
１
日
付

　
　

形
成
外
科
医
師　

柴　

将
人

長野市民病院
○印は初診担当です


